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マザーレイクゴールズ（MLGs）とは？

「びわ湖」を切り口とした2030年の
持続可能社会への目標（ゴール）

→びわ湖版SDGs
びわ湖や環境，私たちの暮らしの目
指すべき方向性や具体的な目標と
して13の目標を掲げる。

図. MLGsの13の目標
詳細は「シン・びわこなう2022」 p.3を参照



マザーレイクゴールズ（MLGs）の基本的な考え方

MLGsに呼応してアクションを起こし
た多様な主体をつなぎ，「多様な活

動の生態系」を構築して，持続可能

社会（自然と社会の健全な循環）の

実現を目指す。

図. 多様な活動の生態系のイメージ



マザーレイクゴールズ（MLGs）の運営組織体制

MLGsの司令塔

シン・びわこなう
2022

MLGsみんなの
BIWAKO会議/COP1

13のゴールの達成度
合いを科学的に検証・
提言



学術フォーラム委員



2022年評価結果

13のゴール 各ゴールの評価結果

緑色：良い
黄色：悪くはない
赤色：悪い
灰色：評価できない

改善している
変わらない
悪化している
評価できない〜

「持続可能社会の実現」=「継続的な取り組み」

特に変化傾向が重要！



出典：「シン・びわこなう2022」 p.41, 42


